サクラ調査要綱（2016年度）
１．調査対象：健康なソメイヨシノ※のみを対象とします。（樹全体を見て、明らかに病気その他で弱っていると思われるものは除く。ソメイヨシノ以外のサクラは対象外。）
　　　同一個体を調査する。ソメイヨシノはクローンのため形質が比較的均一とされていますが、日本全国で調査を重ねた結果、個体差がかなりあることが分かってきました。このため、花の異常と環境との関係を明らかにするには同一個体を連続して観察することが重要ですので、昨年調査した樹を今年も調査してください。新しい樹を加える場合は今後少なくとも3回は観察できそうな樹を選び、適当な樹木記号（5文字以内）を決めてください。決め方は自由ですが、どの樹か識別の手がかりになるものがよいでしょう。たとえば、浜岡病院の東から３番目なら「浜岡院東3」または「HH‐3」など。
２．調査日：満開の２，３日前を標準とします。
３．調査方法：5～6個の花の房をまとめて裏から見て、がくの異常の有無を確認した上で、花を正面から見て花弁の異常の有無を観察します。観察花総数のカウントには、カウンター（数取器）があると便利です。一本の樹について1,000個くらいの花を観察することが望ましいですが、できる範囲でかまいません。枝に結びつけるヒモを用意しておくと、重複カウントを避けられます。調査票の異常花内訳に従って、各異常の発生数と異常花数を記録してください。
４．写真：特に変わった異常花などがありましたら、その写真を紙もしくは電子データでお送りください。

５．その他：チームを組める場合は、車と梯子があると便利です。

提出するもの：調査票（樹１本につき１枚、メールでの提出も可）、以下はもしあれば：写真（簡単な説明を付してください。）、観察報告文（調査の感想、発見、提案など）。
提出期限：観察日から14日以内を目安に郵送またはメールで送信してください。

調査票の保存を：提出される調査票については、来年以降も調査していただく際の照合のため、そのコピー（データ）を調査者の手元に保存してくださるようお願いします。

	※【ソメイヨシノ】緑の若葉が出る前に木全体に花が咲く。花は3～4個集まってつき、香りはない。花弁は5枚で白に近い淡紅色。花柄は緑色で長さ2cm前後。花弁の先は著しく2裂している。がくは赤褐色で下ぶくれした短い筒形をなし、細毛がある。がく片は5枚で平らに開き、鋸歯がある。おしべは30～35本くらい、めしべは1個で花柱の下部に白毛が密生し、子房には毛がない。（本田正次 『世界の植物』 朝日新聞社）


集約先：サクラ調査ネットワーク（データ集計担当ボランティア：山田昌郎）
〒101‐0061東京都千代田区三崎町２－６－２ダイナミックビル５Fたんぽぽ舎内　TEL:03-3238-9035  FAX:03-3238-0797
Eメール：nonukes@tanpoposya.net
※ ソメイヨシノ１本につき、この調査票１枚で記録してください。各位にてコピー増刷お願いいたします。

２０１６年度サクラ調査票
樹木記号（5文字以内）：　　　　　　　　　　　
調査者氏名（グループの場合は代表者に○印）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連絡先 住所　〒　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号　　　　　－ 　　　　－　　　　　　　　FAX番号　　　　　　－　　　　　－　　　　　　

携帯電話番号　　　　　　－　　　　　－　　　　　　

メールアドレス　　　　　　　　　 　     　　　　　　　　　　                      　　　
観測日　（２０１６年　　　月　　　日）

観測場所　都道府県名：　　　　　　　　　　　市町村名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　

公園名等：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 （             原発より　　　　　方向　　　　　　ｋｍ）

調査地の地形的特徴 （わかる範囲で記入してください）
  最寄道路の交通量：　非常に多い 　ほぼ常時車両通行あり　 少なめ 　まばら　 （択一）

  最寄道路との距離：（　　　　　　　）ｍ　　　

  日 照 ：　ほぼ常時ひなた　 日照量多め 　日照量少なめ 　ほぼ常時ひかげ 　（択一）
  近隣のゴミ焼却場：名称（　　　　　　　　　　　　　　　　　）そこからの距離（　　　　　　　）ｋｍ

    その他の特色（気付くことがあれば）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

幹の円周 （地面から立ち上がって1.2ｍの位置。 ［注１参照］）　（　　　　　　　ｃｍ）

観測花総数　（　　　　　　　　　　　　個）　（カウンター（数取器）があると便利です）
異常花総数　（　　　　　　　　　　　　個） ［注２参照］　
異常花率  　（　 　　　　　　　　　　％） 【(異常花総数÷観測花総数)×100】

　［注１］ 根元から２本以上が立ち上がっている場合は、それぞれ1.2ｍの位置で測ったうえで、（円周の合計×0.7）の数値を記載してください。自分の体の地上1.2mの位置を知っていると便利。
	自由記入欄


	放射線量の計測が可能ならば，地上1mの高さでの線量をご記入下さい。　　　　　　μSv/h

（使用機種：　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　　　　　　　　　　　　　


　［注２］ １つの花に２項目以上の異常がある場合も、異常花数は１個とカウントします。　したがって、１つの花に複数の異常があった場合には、調査票の「異常花総数」と「異常花内訳（本票下部）」の総数とは一致しません。

　異常花内訳　

花弁３以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　

花弁４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　

花弁６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　
花弁７以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　個　

花弁のギザギザ・切れ込み　　　　　　　　　　　個　

花弁重なり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 個　

花弁変形（花弁の矮小・ねじれ等）　　　　　　 個　

花弁のつき方異常　　　　　　　　　　　　　　　　 個　

がくの花弁化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 個　

がく３以下　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 個　

がく４　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   個　

がく６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　個　

雄しべの花弁化　　　　　　　　　　　   　　　　　　個　

花そのものの矮小化　　　　　　　　　　　    　　 個　

